
腹囲男性85.0cm、女性90.0cm以上
はメタボリック・シンドロームの
基準です。この基準を超えると内臓
脂肪過多とされ、糖尿病とその合併
症や脳血管障害、虚血性心疾患など
の動脈硬化性疾患につながるとされ
ています（メタボリック・ドミノ）。
肥満の治療は食事と運動ですが、

内臓脂肪蓄積型肥満では特に運動
療法が重要と考えられています。
より重度の肥満者に対しては公認
心理師による認知行動療法が中心
ですが、ドック受診者に多くみら

インス
リン
抵抗性

脂肪肝

食後高
血糖

高血圧

糖尿病

神経
障害網膜症腎症 動脈

硬化症
脳血管
障害

虚血性
心疾患

腎透析 失明
起立性
低血圧

ED

下肢
切断

脳卒中 認知症 心不全

ストレス

高中性
脂肪

れる軽症者では解決志向アプローチとコーチングが運動の支援に役立っています。
それでは、やせる薬はどうでしょうか？肥満は白色脂肪細胞が増加した状態を

いいます。脂肪細胞はそれ以外に褐色脂肪細胞があります。これは熱産生を専門
に行う細胞で、エネルギーを消費し、白色脂肪の減少をもたらします。特に寒冷
刺激で褐色脂肪細胞は増加し、活性化します。ラットの実験ではこの機能はショ
糖で過食させると増強し、鉄欠乏させると減弱しました。また、寒冷刺激は白色
脂肪細胞の一部を褐色脂肪化しベージュ白色脂肪細胞に変化させ、熱産生に関与
することもわかってきました。漢方薬の防風通聖散は。褐色脂肪細胞の熱産生を
促進するといわれています。



一方、白色脂肪細胞は多彩な生理活性物質を産生することが知られて
います。その一つにやせるホルモンといわれるレプチンがあります。炎
症はレプチン分泌を促進し、持続する高血糖は低下させることを報告し
ました。しかし、レプチンをやせ薬とする創薬は実現できませんでした。
このように細胞レベルの研究からやせ薬の開発が試みられていますが、

新薬の登場はなかなか難しいのが現状です。
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